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�町長との語り合いの場
　『ふれあいトーク』
　５人～10人くらいのグループで
　開催日の10日前までに申込みを！

�お問合せ・申込み先
　政策推進課広報広聴係(内線222)

�出前講座（３７講座）
　『ほっと講座はぼろ』
　５人以上の団体やグループが
　主催する学習会等に町職員が
　講師として出向きます

�お問合せ・申込み先
　社会教育課社会教育係(� 6２-5880)

�ホタルの電話　� 6２-1310
　１人でなやんで自分をイジメないで
　かけてみよう『ホタルの電話』

羽幌町役場 � 6２-1211
■インターネット
　ホームページアドレス
　http: / /www.town.haboro.hokkaido. jp/
　Ｅ-メールアドレス
　seisaku@town.haboro.hokkaido. jp
■町長室のメールアドレス
　sawayaka@town.haboro.hokkaido. jp
　　　　ご意見お待ちしています
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平成７年・12年比較平成７年
国勢調査結果

（Ｃ）

平成12年・17年比較平成12年
国勢調査結果

（Ｂ）

平成17年
国勢調査結果

（Ａ） （Ｂ）／（Ｃ）（Ｃ）－（Ｂ）（Ａ）／（Ｂ）（Ｂ）－（Ａ）

93.27%611△9,08594.62%456△8,474�����総数
人　

口

市
街
（
本
庁
）

93.77%269△4,31793.73%254△4,048�����男

92.83%342△4,76895.44%202△4,426�����女

97.86%75△3,49997.14%98△3,424�����世帯数

85.01%73△48778.26%90△414���総数
人　

口
焼　

尻

86.34%31△22778.57%42△196���男

83.85%42△26077.98%48△218���女

89.79%24△23582.94%36△211���世帯数

89.81%54△53083.61%78△476���総数
人　

口
天　

売

87.27%35△27582.08%43△240���男

92.55%19△25585.17%35△236���女

93.59%15△23488.58%25△219���世帯数

92.69%738△10,10293.34%624△9,364�����総数
人　

口
合　

計

93.05%335△4,81992.44%339△4,484�����男

92.37%403△5,28394.16%285△4,880�����女

97.13%114△3,96895.87%159△3,854�����世帯数

※平成17年の数値は概数であり、後日、総務省統計局で公表する結果と異なる場合があります

（平成17年10月１日実施）�������	
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　昨年10月１日付けで全国一斉に行われました国勢調査の人口と世帯数につ
いて、概数がまとまりましたので報告いたします。結果につきましては、別
表のとおりです。前回の５年前及び10年前の結果も合せてご覧ください。な
お、この数値は概数ですので、総務省統計局で発表される数値と異なること
がありますのでご了承ください。今後、集計が進みますと、産業別、年齢別
人口、地域別の状況が分かり、国政をはじめ町政を進めていくうえで大事な
基礎資料となります。

　調査にご協力をいただきまし
た町民の皆さま、調査員の方々
並びに関係機関に対しまして深
く感謝申し上げ、今後とも各調
査にご協力をくださいますよう
お願いいたします。
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「あなた自身のアイディアと力を試してみませんか」
　「離島人材育成基金助成事業」は、離島住民の自主
的な島づくり活動をバックアップするための助成事
業です。自分達の住む島の将来を自ら真剣に考え、
自ら意欲的に行動する人材の育成を目的に毎年度全
国的に助成事業を行なっています。
�応募対象／離島に在住している人、もしくは離島
　で活動しているグループ・団体などとします。
�助成対象事業
①本年度の助成対象事業は次の事業で、離島の人材
　育成のための事業とします。
　�離島の産業振興に係る事業
　�離島の生活・文化・福祉の向上に係る事業
　�他地域との交流推進に係る事業
　�その他人材育成に必要な事業
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②応募できる事業は、自ら新たに取り組む事業とします。
　※既存の事業や、運動会・祭り・盆踊りなどの毎
　　年の通常の行事、政治・宗教・営利を目的とす
　　る事業は対象となりません。
　※国または都道府県から補助金を受けている事業、
　　または受けようとしている事業は応募できません。
�助成金額
　本年度助成額は、助成金支給対象経費の２分の１
　以内で、１事業につき50 万円を限度額とします。
　※食料費並びに備品購入費などは助成金支給対象
　　経費になりません。
　※審査結果により助成額が減額される場合があります。
�応募期間／２月１日�まで
�事業実施期間／平成18年4月1日～平成19年2月28日
�応募・問合せ先／政策推進課政策調整係（内線225）
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�平成15年の課税売上高が1,000万円を超えている方
は、消費税の課税事業者となり、平成17年分の消費
税の申告をしなければなりません。
　新たに消費税の課税事業者となる方は速やかに
「課税事業者届出書」を提出してください。

�消費者のみなさん一人ひとりが負担している消費
税、事業者のみなさんが期限内に納めるためには・・

〈その１〉いざ納付というときに資金不足とならない
よう納税資金の積立てをしておきましょう。

〈その２〉税務署や金融機関に行かなくても納税でき
る安全・便利な振替納税をご利用ください。

�詳しくは
　国税庁ホームページ h t t p : / /www . n t a . g o . j p
　留萌税務署個人課税部門（�0164-42-0663）

　これから本格的な冬を迎え、雪のシーズン到来で
す。旭川では年間の降雪量が756cmにもなります。
冬期間（11～3月）の月別の降雪量は、11月は114cm、
12月 は191cm、1月 は174cm、2月 は131cm、3月 は
116cmで、最も多いのは12月で、次いで1月となって
います。また、羽幌の年間の降雪量は725cmで旭川
とほぼ同じです。最も多いのは1月で208cmとなって
います。なお、これまでに一日の降雪量として最も
多い記録は、旭川で62cm（1957年）、羽幌で66cm
（1980年）です。
　気象台では、上川地方中部・南部で12時間に25cm
以上、上川北部・留萌地方で12時間に30cm以上の降
雪が予想される場合に「大雪注意報」を、上川地方
中部・南部で12時間に40cm以上、上川北部・留萌地
方で12時間に50cm以上の降雪が予想される場合に
「大雪警報」を発表し、大雪による交通障害や吹き溜
まりへの注意や警戒を呼びかけます。ちなみに、東
京地方の「大雪注意報」の基準は、24時間で5cm以上、
「大雪警報」の基準は、24時間で20cm以上の降雪が予
想される場合に発表されます。
　注意報や警報などの気象情報は、テレビやラジオ
のほか、インターネットのホームぺージでもご覧に
なれます。

�旭川地方気象台ホームページアドレス
　ht t p : / / s a p p o r o jma . g o . j p /
　ah / a s a h i k a /w e b / a s a - i n d e x . h tm l

�問合せ先
　旭川地方気象台防災業務課（�0166-32-7102）
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　道内では、様々な余暇活動が行われていますが、
中でも遊漁はレクレーションとして多くの皆さんに
親しまれています。しかし、残念なことに、遊漁者
の不注意や遊漁船の無謀な運航などから、例年痛ま
しい事故が発生し、尊い生命が失われています。
　これから厳冬期を迎え、海への転落事故や暖を取
る際の一酸化炭素中毒などの事故が発生しやすくな
ります。　
　安全に遊漁を楽しむため、天候等の自然条件に十
分に留意し慎重な行動を心がけましょう。
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